
平
成
三
十
年
十
二
月
四
日
提
出

質

問

第

一

〇

七

号

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
と
被
害
に
関
す
る
原
因
調
査
・
検
証
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

青

山

雅

幸
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東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
と
被
害
に
関
す
る
原
因
調
査
・
検
証
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
は
世
界
史
に
残
る
大
事

故
で
あ
り
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
と
被
害
に
関
す
る
原
因
の
調
査
・
検

証
と
知
見
の
集
積
、
そ
し
て
今
後
の
施
策
・
制
度
へ
の
的
確
な
反
映
は
国
の
重
大
な
責
務
で
あ
る
。

事
故
原
因
等
の
調
査
・
検
証
等
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
国
会
事
故
調
・
政
府
事
故
調
・
民
間
事
故
調
・
東
電
事
故
調
等

様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
多
く
の
知
見
・
提
言
等
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
が
、
事
故
現
場
が
高
線
量
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
理

由
に
よ
り
現
地
調
査
に
着
手
で
き
ず
継
続
し
た
現
地
調
査
・
検
証
に
持
ち
越
さ
れ
た
部
分
も
あ
る
。
そ
れ
ら
未
解
明
課
題
等
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
主
に
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
に
よ
る
調
査
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、
国
に
お

い
て
は
、
設
置
法
上
の
所
掌
事
務
の
一
つ
に
原
子
力
事
故
原
因
及
び
被
害
原
因
究
明
の
た
め
の
調
査
が
明
記
さ
れ
る
原
子
力
規

制
委
員
会
に
よ
っ
て
未
解
明
課
題
等
の
う
ち
、
ま
ず
は
国
会
事
故
調
報
告
書
に
お
い
て
未
解
明
と
し
て
規
制
機
関
に
対
し
実
証

的
調
査
が
求
め
ら
れ
た
事
項
を
対
象
に
検
討
が
行
わ
れ
、
平
成
二
十
六
年
十
月
八
日
に
「
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
の
分
析
中
間
報
告
書
（
以
下
、
「
中
間
報
告
書
」
と
い
う
。
）
」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
公
表
さ
れ
て
い
る
と
理
解
し
て
い

る
が
、
以
下
、
質
問
す
る
。

一



一

「
中
間
報
告
書
」
で
は
、
国
会
事
故
調
報
告
書
に
お
い
て
未
解
明
問
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
概

ね
検
討
を
終
え
た
と
し
て
い
る
が
、
「
高
線
量
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
理
由
に
よ
り
現
地
調
査
に
着
手
で
き
な
い
事
項
な
ど
も

あ
り
、
引
き
続
き
、
継
続
し
た
現
地
調
査
・
評
価
・
検
討
が
必
要
」
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
引
き
続
き
の
継
続
し
た
現
地

調
査
・
評
価
・
検
討
は
ど
の
様
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
、
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
そ
の
理
由
に
つ
い
て
お
示
し

い
た
だ
き
た
い
。

二

「
中
間
報
告
書
」
で
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
で
の
作
業
進
捗
に
併
せ
新
た
に
明
ら
か
に
な
っ
た
事
実
な
ど
に
つ
い

て
も
、
「
今
後
、
現
地
調
査
や
東
京
電
力
へ
の
確
認
等
を
踏
ま
え
、
長
期
的
に
検
討
を
継
続
す
る
必
要
」
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
、
長
期
的
な
検
討
は
ど
の
様
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
、
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
そ
の
理
由
に
つ
い

て
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。

三

「
中
間
報
告
書
」
で
は
、
「
本
報
告
書
は
初
回
の
報
告
書
で
あ
り
、
今
後
の
検
討
状
況
に
応
じ
継
続
し
て
報
告
書
を
作
成

す
る
予
定
」
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
継
続
し
た
報
告
書
作
成
の
予
定
に
つ
い
て
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。

四

事
故
原
因
等
の
調
査
・
検
証
等
に
つ
い
て
、
右
記
の
原
子
力
規
制
委
員
会
以
外
の
国
の
機
関
等
で
行
わ
れ
て
き
た
調
査
・

検
証
等
が
あ
れ
ば
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。

二



五

東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
事
故
調
査
・
検
証
委
員
会
（
い
わ
ゆ
る
政
府
事
故
調
）
は
、
そ
の
「
最
終
報
告

（
平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
三
日
）
」
で
、
東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
原
因
の
解
明
と
と
も
に
、
原
子
力
災
害
に

よ
る
「
人
間
の
被
害
」
全
容
に
つ
い
て
総
合
的
調
査
、
記
録
化
、
検
証
、
詳
細
な
被
害
事
実
の
教
訓
化
に
つ
い
て
の
必
要
性

に
言
及
し
、
大
正
十
二
年
関
東
大
震
災
に
関
す
る
「
大
正
大
震
火
災
誌
」
（
改
造
社
、
大
正
十
三
年
）
や
昭
和
三
十
四
年
伊

勢
湾
台
風
に
関
す
る
名
古
屋
市
編
「
伊
勢
湾
台
風
災
害
誌
」
（
昭
和
三
十
六
年
）
、
ま
た
自
然
災
害
で
は
な
い
が
総
合
的
調

査
方
法
や
記
録
化
の
参
考
と
し
て
戦
争
被
害
を
扱
っ
た
昭
和
二
十
年
の
広
島
・
長
崎
の
原
爆
被
害
に
関
す
る
広
島
市
編
「
広

島
原
爆
戦
災
誌
」
（
全
五
巻
、
昭
和
四
十
六
年
）
及
び
長
崎
市
編
「
長
崎
原
爆
戦
災
誌
」
（
全
五
巻
、
昭
和
五
十
二
〜
五
十

八
年
）
を
例
示
し
つ
つ
、
国
が
率
先
し
様
々
な
自
治
体
、
研
究
機
関
、
民
間
団
体
等
の
協
力
を
得
て
総
合
的
な
調
査
態
勢
を

構
築
す
る
と
と
も
に
、
調
査
実
施
に
つ
い
て
国
が
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
国
は
、
こ
の
原
子
力
災
害
全

容
に
つ
い
て
総
合
的
調
査
、
記
録
化
、
検
証
、
詳
細
な
被
害
事
実
の
教
訓
化
に
つ
い
て
の
必
要
性
と
今
後
の
事
業
化
に
つ
い

て
い
か
に
お
考
え
か
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


